












SEOについて

Spread Site は、SEO（検索エンジン最適化）への取り組みに関して、新しい方法を提案します。
今までの SEO というと、外部リンクをいくつ張るか、ページ内にいくつキーワードを入れるか等、テクニックで検索
エンジンの隙をついて検索順位を上げようとするものが多くありました。この方法は、即効性等のメリットはありま
すが、検索エンジン側の仕様変更で順位が大きく変動したり、悪質だと判断されればペナルティを受け、検索結果に
出てこなくなる等、デメリットも大きいものでした。そして何より、必要な情報を得ようと検索しているユーザには、
何のメリットもない方法です。
従って、SpreadSite ではこういった従来のSEOの手法は使用しません。

検索エンジンが最終的に目指しているのは、有益な情報を分かりやすく提供している Web サイトと、それを必要とし
ているユーザとを結びつける事です。どんな検索エンジンであっても、いつの時代であっても、この根本的な部分は
変わりません。
Spread Site でも、この「有益な情報を分かりやすく提供する」という部分を目指します。検索エンジンと同じ場所
を目指すことで、いつか必ずSpread Site と検索エンジンがマッチし、結果として検索順位が上がる。という考えです。

Web サイトを訪れていただいたユーザに情報を分かりやすく提供するため、Spread Site では、画像で飾り立てたタ
イトルや、無意味に煽ったバナーを排除したり、タイトルと本文を一対にした「カラム」をページの基本構成にする
ことで、何について語っているのかを明確にする等の取り組みをしています。
このようにシンプルなページ構成にし、必要な情報を絞り込んで提供する事は、画面の大きさに制限のあるスマート
フォンユーザには尚の事大きなメリットになり得ます。

ユーザに分かりやすく情報提供するのと同様に、検索エンジンにも分かりやすくコンテンツの内容を伝えなければな
りません。このために、Spread Site では HTML5 の「コンテンツモデル」と「micro-data」を利用し、ページ内の
どこにどんな情報が掲載されているのかを、検索エンジンに正確に伝える作りにしています。
しかし、これらは予め Spread Site 内のシステムで定義されているので、Excel シートでサイトを編集する際には、
特に意識する必要はありません。情報の質だけを意識してサイト運営をしていただけます。

Spread Site では、このようにして、必要な情報を得たいユーザ、多くの人にアクセスしてほしいWebサイト運営者、
精度の高い検索結果を提供したい検索エンジン、3 者全てにメリットのある形で、検索エンジン最適化（SEO）を実
現します。
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